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既設マンホール構造図(2)
S=1:30
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既設マンホール構造図(3)
S=1:50

[マンホール番号：M.3]

2 HPφ2000
▽-0.81

▽-1.19
HPφ600

▽-0.99
VUφ300

▽-2.36

▽ 1.61

450 13300 450

▽ 1.61

▽-1.19

VUφ300

▽-0.99

3 HPφ1800
▽-2.41

3 HPφ1800

▽-2.41

1
10

4
50

75
0

4
50

2
27

7

45
0

3
17

7
1
42

0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

40
20

14200

450 3681 450

4581

2 ▽-2.36
HPφ2000

39
70

2
80

0

HPφ250
▽-0.81

HPφ600

1
27

φ600

1
10

2
27

7
75

0

27
27

4
50
1
10

4
50

マ
ン

ホ
ー

ル
深

40
20

45
0

11
0

1
42

0

12
7

HPφ250

45
97

φ600

45
97

φ900

φ900

調整コンクリート
マンホール鉄蓋φ600

直壁ブロック

斜壁ブロック

調整コンクリート
マンホール鉄蓋φ600

直壁ブロック

斜壁ブロック

<T 1条1段 d=0.90>

<W φ100 d=不明>

Ｎ値
0102030405060

2/33

4/35

3/35

3/35

15

16

15

18

22

19

0. 30

3. 70
3. 90

4. 70

5. 40

6. 80

7. 80

8. 70

No.
5

TP
+2.

51 
m

DEP
=30

. 29
 m

3. 50

A - A 断 面 B - B 断 面

※側壁及び底版厚は、頂版厚と同等と推定する。450 13300 450

14200

4
50

B

AA

B

36
81

45
0

45
81

450 11500 1691 450

14091

2 HPφ2000

3
HP

φ
18

00

V
Uφ

3
00

HPφ
250

H
Pφ

6
00

45
0

36
81

4
50

45
81

3703

24
00

2000
<W φ100 d=不明>

<T 1条1段 d=0.90>

12103 26
31

平　面　図

工 事 名

施工箇所名

図 面 名

縮   尺

事業所名

図面番号

更生番号

津市上下水道事業局
下水道工務課

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

丸之内地内下水道管更生工事

津市丸之内地内

1:30

既設マンホール構造図(3)

2 3

令和４年度下工維補第１号

 ７ / ９



既設マンホール構造図(4)
S=1:50

[マンホール番号：M.4]

3 HPφ1800

▽-2.33

4 HPφ1800

▽ 2.24

▽-1.34
VUφ500 ▽-1.26

VUφ350

1
10

32
0

2
0

60
0

60
0

3
00

35
0

2
43

0

3
50

3
13

0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

45
70

1
95

0
16

0

φ600

7786(5837～9734)

8486

350 350

▽-2.30

<W 給水管 d=不明>

▽-1.26
VUφ350

▽-1.34

VUφ500

20
60

0
11

0
60

0

▽ 2.24

31
3
0

19
5
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

4
57

0

3 HPφ1800
▽-2.33

30
0

3
20

35
0

24
3
0

φ600

35
0

5
08

0

16
0

3
50

5
08

0

3100

3502400350

<G φ50 d=1.20>
<W φ100 d=不明>

A - A 断 面 B - B 断 面
50

8
0

2
61

0

45
40

35
80

斜壁ブロック

調整コンクリート

マンホール鉄蓋φ600

直壁ブロック

直壁ブロック
VUφ300

VUφ300
VUφ300

▽0.72
▽0.61 ▽0.64

<VUφ300 H=0.61>

<G φ50 d=0.60>

<W 消火栓> 調整コンクリート
マンホール鉄蓋φ600

直壁ブロック

斜壁ブロック

直壁ブロック Ｎ値
0102030405060

2/33

4/35

3/35

3/35

15

16

15

18

22

0. 30

3. 70
3. 90

4. 70

5. 40

6. 80

7. 80

8. 70

No.
5

TP+
2. 5

1 m

DEP
=30

. 2
9 m

3. 50

B
B

VUφ350

3
HPφ

180
0

4
HPφ

1800

A

A

20
07

2300

1530

31
20

3614

35
0

3000

350

10431914

226525
64

VUφ
500

2400

350

350
3100 24

00

35
0

35
0

31
00

F

(1.63)

止

VUφ
150

(0.72)

(0.
64)

VUφ
300

(0.
61)

<W 
DCφ

100
 d=

不明>

<W DCφ
100 d=不

明
>

<G 
SEφ

50 
d=1

.20
>

<G PEφ
50 d=0.60>

VUφ
300

VUφ
300

<W 
給水管 d=

不明>

VUφ
150

H

平　面　図

工 事 名

施工箇所名

図 面 名

縮   尺

事業所名

図面番号

更生番号

津市上下水道事業局
下水道工務課

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

丸之内地内下水道管更生工事

津市丸之内地内

1:30

既設マンホール構造図(4)

3

※側壁及び底版厚は、頂版厚と同等と推定する。

令和４年度下工維補第１号

 ８ / ９



既設管

2000

2
0
0
0

管渠番号

複合管更生断面図

90182090

1
8
2
0

2
1
.
5

1
5
8
.
5

プロファイル
#79SW

3号

更生番号:①

既設管HPφ2000
更生管径φ1820

管渠番号

既設管

2000

2
0
0
0

管渠番号

90182090

1
8
2
0

2
1
.
5

1
5
8
.
5

プロファイル
#79SW

既設管HPφ2000
更生管径φ1820

更生番号:②

2号

1
8
0
0

既設管

1800

既設管HPφ1800

更生番号:③

更生管縦径1682.5横径1765

1765

1
0
0

1
7
.
5

1
6
8
2
.
5

17.5 17.5

2号

L形SFジョイナー

L形ストリップ

頂部スペーサー

工 事 名

施工箇所名

図 面 名

縮   尺

事業所名

図面番号

更生番号

津市上下水道事業局
下水道工務課

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

丸之内地内下水道管更生工事

津市丸之内地内

1:100

令和４年度下工維補第１号

複合管更生断面図

1 2 3

S=1:20

【参考図】

 ９ / ９

※レベル２地震動に対する耐震性能を満たすこと。

※既設管きょと同等の水理性能を確保すること。
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充てん材
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